
期待される成果

未来のパンデミックを想定しあらゆるコロナウイルスに
効果を発揮するユニバーサル予防薬の開発が必要！

未来のコロナウイルスによるパンデミック発⽣後、100⽇以内での予防薬(ワクチンや抗体療法)を提供する

「コロナウイルスの感染に重要」かつ
「進化上保存性が⾼い」スパイク蛋⽩質S2部位を
標的にしたワクチンや抗体の開発
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今回パンデミックを引き起こした新型コロナ
ウイルスSARS-CoV-2以外のコロナウイルスに
対する予防法の確⽴は公衆衛⽣上重要である。

検査項⽬

予防効果の検証
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